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民　
政　
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
南
地
区
臭
気
対
策
に
つ
い
て

問　
依
然
と
し
て
、
臭
気
問
題
は
改
善

し
て
い
な
い
。
今
も
関
連
自
治
会
の
課

題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
２

年
近
く
、
今
泉
堆
肥
利
用
組
合
、
自
治

会
、
行
政
と
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
情
報
の
共
有
化
と
問
題
解

決
の
た
め
に
、
意
見
交
換
会
の
開
催
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
臭
気
軽
減
に
向
け
た
前
向
き
な
話

し
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
状
況
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
良
好
な
関
係
を

構
築
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

問　
金
井
場
配
水
場
付
近
で
は
、
２
年

ほ
ど
前
か
ら
大
量
の
ハ
エ
が
発
生
し
て

い
る
が
、
愛
川
町
か
ら
搬
入
さ
れ
る
原

料
の
発
酵
堆
肥
の
一
時
置
き
場
が
発
生

源
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
現
在
の
臭
気

が
強
い
状
態
で
の
持
ち
込
み
で
は
な
く
、

発
酵
が
進
み
臭
気
が
収
ま
っ
た
堆
肥
で

も
品
質
が
維
持
で
き
る
か
な
ど
、
専
門

的
な
視
点
か
ら
の
原
因
究
明
と
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の
普
及

促
進
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
の
一
般

質
問
で
、
ご
み
減
量
問
題
は
最
重
要
課

題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
最
も
ご
み

減
量
に
効
果
が
期
待
で
き
る
生
ご
み
処

理
器
キ
エ
ー
ロ
の
普
及
促
進
を
訴
え
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
広
報
は
だ
の
特
集
号
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
タ
ウ
ン
情
報
誌
な
ど
の
媒
体
を

通
じ
た
Ｐ
Ｒ
や
商
工
ま
つ
り
な
ど
で
の

展
示
や
出
前
講
座
で
の
啓
発
を
進
め
る

中
、
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
多
い
こ
と

か
ら
、
キ
エ
ー
ロ
を
西
庁
舎
前
や
各
公

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
木
村　
眞
澄　

一　
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
家
具
転
倒
防
止
な
ど
自
分
の
命
を

守
る
た
め
の
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
市

民
に
対
す
る
周
知
は
ど
う
か
。
ま
た
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
大
型
の
商
業
施
設

に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
防
災
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

　
日
本
共
産
党　
　
　
露
木　
順
三

一　
防
災
・
減
災
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
７
月
５
日
の
九
州
北
部

豪
雨
は
死
者
・
行
方
不
明
者
41
名
で
あ

っ
た
。
本
市
で
は
、
危
険
箇
所
な
ど
を

掲
載
し
た
み
ん
な
で
作
る
防
災
マ
ッ
プ

を
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
１
３
１

自
治
会
中
14
自
治
会
し
か
作
成
し
て
お

ら
ず
早
急
な
対
策
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

答　
地
域
の
災
害
特
性
を
考
慮
し
た
作

成
方
法
の
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
働
き
か
け
を
強
め
る
。

二　
国
民
健
康
保
険
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
度
末
、
滞
納
世
帯
の
被

答　
ハ
エ
の
発
生
源
は
特
定
で
き
て
い

な
い
が
、
発
酵
堆
肥
の
製
造
過
程
も
含

め
、
平
成
29
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け

て
、
神
奈
川
県
が
臭
気
軽
減
に
向
け
た

調
査
・
研
究
の
た
め
の
臭
気
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
た
め
、

市
も
参
画
し
、
科
学
的
側
面
か
ら
の
調

査
・
研
究
に
取
り
組
む
。

意
見　
こ
の
臭
気
問
題
は
、
足
か
け
９

年
も
費
や
さ
れ
て
い
る
。
臭
気
対
策
に

つ
い
て
は
、
原
因
者
の
話
だ
け
で
対
応

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
第
三
者
機
関

を
入
れ
て
、
早
急
に
問
題
解
決
の
た
め

の
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

民
館
に
設
置
し
、
実
際
に
生
ご
み
を
投

入
し
実
演
展
示
も
行
っ
て
い
る
。

問　
前
回
の
一
般
質
問
で
は
、
キ
エ
ー

ロ
の
供
給
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
十
八
瀬
川
自
然
村

の
協
力
に
よ
り
、
キ
エ
ー
ロ
１
台
を
消

費
税
・
送
料
込
み
の
８
千
円
で
生
産
で

き
る
体
制
が
整
っ
た
た
め
、
供
給
体
制

は
十
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
生
ご
み
減
量
は
、
ご
み
処
理
コ
ス

ト
の
削
減
に
大
き
く
つ
な
が
る
。
今
後
、

補
助
金
支
給
率
を
さ
ら
に
上
げ
る
な
ど
、

早
期
に
市
民
の
協
力
が
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

啓
発
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
を
通
じ

て
市
民
へ
周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
大

型
店
舗
連
絡
協
議
会
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
議
の
場
に
お
い

て
設
置
に
つ
い
て
依
頼
し
て
い
く
。

問　
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
防
災
行
政
無
線
以
外
に
防
災

ラ
ジ
オ
の
導
入
を
以
前
か
ら
提
案
し
て

保
険
者
証
取
り
上
げ
数
は
１
９
４
８
人

で
、
そ
の
う
ち
病
院
で
10
割
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
資
格
証
明
書
は
３
８
５

人
で
あ
る
。
要
綱
に
滞
納
世
帯
の
所
得

状
況
や
実
態
調
査
に
よ
り
、
医
療
機
関

で
10
割
医
療
費
が
払
え
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
被
保
険
者
証
返
還
請
求
や

資
格
証
明
書
の
交
付
を
行
わ
な
い
と
あ

り
、
貧
困
状
態
の
市
民
に
は
生
活
保
護

や
福
祉
に
つ
な
げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
納
税
相
談
の
内
容
に
よ
り
、
福
祉

施
策
に
つ
な
い
だ
件
数
は
年
に
１
件
あ

り
、
福
祉
部
内
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る

部
門
で
連
携
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

三　
渋
沢
丘
陵
霊
園
建
設
に
つ
い
て

問　
墓
地
等
経
営
許
可
申
請
は
平
成
26

年
10
月
３
日
に
許
可
さ
れ
た
が
55
筆
の

う
ち
一
筆
だ
け
が
許
可
と
同
時
に
所
有

権
移
転
が
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
契
約
書

の
土
地
所
有
者
が
違
う
か
ら
で
本
市
の

確
認
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答　
二
つ
の
土
地
売
買
契
約
を
経
て
所

有
権
が
移
転
さ
れ
て
お
り
審
査
手
続
き

の
中
で
し
っ
か
り
状
況
確
認
し
て
い
る
。

い
る
が
、
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
防
災
ラ
ジ
オ
の
導
入
は
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

二　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
（ 

そ
の
２
）

要
望　
東
京
都
の
公
益
財
団
法
人
と
社

会
福
祉
協
議
会
が
契
約
し
、
※
フ
ー
ド

バ
ン
ク
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
農
協
な
ど
民
間
企
業
の
協
力

を
得
て
、
も
っ
と
身
近
で
フ
ー
ド
バ
ン

ク
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

問　
学
習
支
援
は
現
在
、
生
活
保
護
世

帯
と
生
活
困
窮
世
帯
の
小
学
５
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象
に
週
２
回

実
施
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
低
学
年
か

ら
の
受
け
入
れ
と
部
屋
な
ど
の
確
保
を

し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

答　
安
全
に
通
学
で
き
れ
ば
積
極
的
に

受
け
入
れ
し
、
教
室
な
ど
を
確
保
す
る
。

答　
生
ご
み
分
別
収
集
世
帯
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
最
大
限
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
と
も
に
補
助
率
も
検
討
し
た
い
。

要
望　
ご
み
の
減
量
化
へ
向
け
た
あ
ら

ゆ
る
知
恵
を
振
り
絞
り
、
こ
の
ピ
ン
チ

を
逆
に
環
境
都
市
秦
野
を
築
き
上
げ
る

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
け
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

南
地
区
の
臭
気
問
題
、

９
年
目
に
終
止
符
を

大
災
害
に
備
え
て

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
対
策
を

市
長
は
国
保
の
被
保
険
者
証
の
取
り
上
げ
を
や
め
、

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
れ

生
ご
み
処
理
器
キ
エ
ー
ロ
の

さ
ら
な
る
普
及
促
進
を

一
般
質
問

臭気への科学的なアプローチを
（南地区の遠望）

キエーロの普及によりごみ減量の実現を
（議員有志によりキエーロを制作・設置）

早急に防災マップ作成の働きかけを

災害に備えた対策を
（写真は平成29年度防災訓練（避難所訓練））

秦野曽屋高校での出前講座の様子

用語解説

秦野曽屋高校で出前講座を開催
～高校生270人が「選挙と議会のしくみ」について学習～

※フードバンク…食品企業の製造工程で発生する規格外品などを引き取り、福祉施設などへ無料で提供すること。

（
一
般
質
問
は

４
面
・
５
面
に
も
掲
載
）

議　　　長 　阿蘇　佳一
副　議　長 　相原　　學

常
任
委
員
会
委
員

総　　務（8人）
◎今井　実　○八尋伸二　　相原　學
　露木順三　　谷　和雄　　横山むらさき
　高橋文雄　　諸星　光

文教福祉（8人）
◎山下博己　○古木勝久　　佐藤文昭
　川口　薫　　横溝泰世　　風間正子　
　村上　茂　　和田厚行

環境都市（7人）
◎木村眞澄　○加藤　剛　　吉村慶一
　野田　毅　　小菅基司　　髙橋照雄
　大野祐司

予算決算（23人）

議長を除く全議員
　◎相原　學
　○今井　実（総務常任委員会委員長）
　○山下博己（文教福祉常任委員会委員長）
　○木村眞澄（環境都市常任委員会委員長）

議会運営委員会委員
（9人）

◎大野祐司　○今井　実　　露木順三
　加藤　剛　　川口　薫　　山下博己
　八尋伸二　　高橋文雄　　小菅基司

議会報編集委員会
（11人）

◎阿蘇佳一　○相原　學
　および議会運営委員会委員

監査委員（1人） 　小菅基司
農業委員会委員（2人）　小菅基司　　和田厚行
秦野市伊勢原市
環境衛生組合議会議員

（6人）

　露木順三　　山下博己　　高橋文雄
　風間正子　　村上　茂　　諸星　光

金目川水害予防組合
議会議員（1人） 　髙橋照雄

（◎委員長　○副委員長）
平成29年10月５日現在

議会役職等構成一覧

　議会事務局では、市民の皆さん
の疑問にお答えするため、出前講
座を実施しています。学校の授業、
自治会や職場の研修会などを開催
するときに、議会のしくみを学ん
でみませんか。議会事務局までお
問い合わせください。

議会のしくみ、
聞いてみませんか？

　10月19日（木）に、選挙管理委員会事務局と議会事務局の職員が県立秦野曽屋高校に出向き、
3年生の生徒270人に「選挙と議会のしくみ」について講義しました。
　講義を聞いていた生徒の中には、初めて選挙権を持ち、10月22日（日）の衆議院議員総選挙
で実際に投票ができる生徒もいました。
　生徒からは、「講義を聞いて、選挙に行こうと思った」、「一般質問は、どのような質問があるのか」
などの声がありました。


